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私 は 兄弟 姉妹が なく、 ただ、 一人ぼっちでした。 祖 

父 や 両親 は 用が 多かった ので、 祖母 も 一人ぼっち のよ 

うでした。 それで 私と 祖母と は 一 番仲 よく 遊びました。 

夜になる と 床 を 並べて ねて、 祖母から いろんなお 話 を 

きくの が、 私の 何よりの 楽しみでした。 

そのお 話の 一 つ 1 

むかし、 或ると ころに、 お 化 屋敷が ありました。 誰 

きのこ 

も 住む 者 もない 家の 裏庭に、 菌 がいつ ぱい はえて い 

まして、 そこにお 化が 出て、 人 をと つて 食べて しまう 

のです。 どんなお 化が 出る のか 分かりません が、 その 

裏庭に はいって、 無事に 戻って 来た 者 は 一人 も ありま 



んで すよ。 わたしが 御殿に つとめて いました 時、 お 胤 

を 宿して、 そのまま こちらへ お嫁入りして きたので す _ 

分ります ね。 だから、 あなた も それ を 忘れないで、 立 

派な 人に ならなければ いけません ご 

何だか 知らない 熱い ものと 冷たい ものと が、 いつ 

しょに 私の 心の中に はいって きました。 父 一人が お 殿 

様の 子供だった のか。 よく は 分らない が、 ただ 漠然と 

した その 事実 だけが 胸に きて、 私 は 祖母の 胸に すがり 

ついて、 涙ぐみました。 祖母 は 私 を 抱きしめて、 いつ 

まで もじつ としてい ました。 私 は 父の 顔 を はっき リ描 

き だしました。 広い 温厚な 額、 高い 鼻、 美しい 長い 口 



底本 ： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第六卷 (随筆 • 評論. 他)」 

未来 社 

1967 (昭和^) 年：：：： 月^日 第 ー 刷 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 oo 6 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



